非線型非平衡系のEvolution Criterion(基研短期研究会「進化の力学への場の理論的アプローチ」報告,研究会報告) by 一柳, 正和
Title非線型非平衡系のEvolution Criterion(基研短期研究会「進化の力学への場の理論的アプローチ」報告,研究会報告)
Author(s)一柳, 正和































































































筑波大 ･物理 有 光 敏 彦
アルバ一夕大 ･物理 梅 沢 博 臣
§O.はじめに
非平衡統計力学の体系を,場の量子論的な方法論を用いて系統的に捕えられる様な,熱的な自由度 (従
って,散逸現象 )も取 り入れた新 しい場の量子論の体系を築き上げる努力を,ここ2-3年進めてき
た｡ト13)密度演算子に基づいて非平衡解放系を扱 う系統的一般論である減衰理論14-20)で導かれたマスタ
ー方程式を,熱平衡系を扱 う場の量子論として休系づけられていたThermoFieldDynamics(TFD)21)
の表現空間での基礎方程式に焼き直したのが出発点であった｡1,2)この基礎方程式が,少数の基本的要請
から,簡単な演算子代数だけで導出できることが発見され,3)この枠組で多時間関数に対する母汎関数を
求めると,それがShwinger22)やKeldish23)のものと,特別な場合に,一致することが示された｡4)ま
た,従来の場の量子論での,自由場に対するdivisor法が,散逸のある場の量子論にも拡張 された｡7)さ
らに,非平衡過渡現象を扱 うには,時間に依存したくり込み理論が必要になるが,6,8)その定式化に便利
な様に,体系がさらに整備,拡充され,9~13)｢散逸の自発的発生｣という概念が見出された｡
ここでは,この ｢散逸の自発的発生｣に焦点を置いて,TFDの紹介をしたい｡§1では,Liouville方
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